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生きものが豊かな水辺の大切さ   82.1%

節水や水の再利用方法   73.6%

川や海での水遊び   66.4%

水道の恩恵   54.3%

森林保全の歴史と技術   33.6%

農業や漁業の技術   27.1%

飲み水を融通し合う心   23.6%

田んぼ   52.0%

山   39.7%

小川   35.9%

海   27.8%

森・林   23.1%

野原   19.3%

河川   17.0%

湖・池・沼   13.7%

76.0% 71.0% 61.0% 57.4%

26.7% 25.2% 32.4% 49.6%

47.3% 53.4% 50.7% 66.0%

データで読む水の文化　水にかかわる生活意識調査から

当センターでは、毎年６月に「水にかかわる生活意識調査」を東京、名古屋、大阪の約600名を対象に実

施し、７月にその結果を公表しています。これまでの９年間の調査結果はセンターホームページでご覧い

ただくことができますが、このコーナーでは最新の調査結果を選んでご紹介します。

現代人が水辺に抱く心象風景−子供たちに向け守るべきものとは

現代人は、水のどの側面を重視しているの
か？　里川を考える上で大事なことです。生
活意識調査では、「子供に伝えたい水に関する
事柄」を10の選択肢（複数回答）で尋ねてい
ます。この結果は、解釈によってはなかなか
興味深いものです。
回答のトップは『生きものが豊かな水辺の
大切さ』、以下『節水や水の再利用方法』、『川
や海での水遊び』、『水道の恩恵』と続き、そ
れぞれが50％を超えています。
都市部の居住者は、生きものが豊かで、川
や海では水遊びができるような環境を守り伝
えたいと考えていることがわかります。さら

に、節水や水再利用など、水道をも含めた
「居住周りの水」も大事と考えています。現代
の都市の里人が残したいと思っている「多様
な生物がいる水」と「居住の水」という対比
が、よく表れているようにも思えます。
『川や海での水遊び』『水道の恩恵』では、
20代と50代の間で20％近い差が出ました。し
かし、『川や海での水遊び』は20代のほうが
大事と答え、『水道の恩恵』は50代のほうが
大事と答えており、世代による水や川とのか
かわりが異なっています。これは、里川を考
える上で大いに興味をそそられる数字です。

子供のころの印象深い里の風景は

「田んぼ」

それでは、誰もがふるさとと答える心象風
景というものがあるのでしょうか。子供のこ
ろの印象深いふるさとの風景を、10の選択肢
から選んでもらいました（複数回答）。
１位は『田んぼ』、以下『山』、『小川』、『海』
などと続きます。しかも、『田んぼ』はあらゆ

る年代でトップを占めています。現在の暮ら
しはどうあれ、「田んぼ」は子供のころの印象
深い里としてとらえられているのです。
田んぼの何が人の心に強い印象を与えるの
かを探ることで、これからの里川の方向が見
えてくるかもしれません。

http://www.mizu.gr.jp/kekka/index.html

「水にかかわる生活
意識調査の結果」

はホームページで
公開しています。
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特集「茶飲み話」（仮）

古今東西、独自のお茶文化が語れるほど

お茶は歴史ある身近な飲み物です。

いろいろな場所、いろいろな言葉で、

ちょっとお茶していかない？

と出会いが生まれたのでしょう。

そんな「お茶コミュニケーション」

の社会史を取り上げます。

『水の文化』に関する情報をお寄せください

本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水との関

わり」に焦点を当てた活動や調査・研究などをご紹介して

まいります。

ユニークな水の文化楽習活動を行なっている、「水の文化」

にかかわる地域に根差した調査や研究を行なっている、こ

うした情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、

事務局まで情報をお寄せください。

水の文化バックナンバーをホームページで

本誌はモノクロで皆様に配布しておりますが、写真をは

っきり見たい！というご要望にお応えし、11号からはホー

ムページにてカラーでバックナンバーを提供しています。

すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活

用ください。

ホームページアドレス　http://www.mizu.gr.jp/
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